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歯科技工海外委託問題国会質疑
衆議院厚生労働委員会委員長 藤村 修

平成２２年３月３１日

【歯科技工の海外委託問題抜粋】

【質問】水野智彦議員

ほかでも取り上げられているかと思

いますが、海外からの歯科技工物の問

題について、政務官にお伺いしたいと

いうふうに考えております。

歯科医療技工物は、そしゃく機能の

回復のみならず、話すことや審美的要

素など、社会的生活を営む上で重要な

人工臓器として、長期にわたり口腔内

に装着されているものであります。し

たがって、歯科医療技工物は、薬事法

に規定されている材料基準に基づき、

歯科技工法で定められた安全基準を満

たした施設で、歯科医師、歯科技工士

が安全と質の担保を図りながら作製し

ているものです。

ところが、海外技工物はこれらの基

準が全く問われていないため、このま

ま放置されれば、我が国の安全性と質

が担保されている医療保険体制そのも

のが根底から崩れる可能性が否定でき

ないと私は思っております。長妻厚生

労働大臣も、海外技工物の具体的な基

準策定、問題の背景にある構造的な問

題の有無についての実態把握に努める

旨の発言をされております。

また、今月九日付で日本歯科医師会

から足立政務官あてに、海外への歯科

技工物等の委託に関する日本歯科医師

会の考え方というものが提出されてい

ると聞いております。この文書による

と、関係五団体が歯科技工物に関して

厚生労働省と連携を図る旨合意がなさ

れたというふうに聞いております。

内容についてはここでは省略させて

いただきますが、その内容の中に、一

部なんですが、民主党インデックス二

〇〇九医療政策の提言に基づき、歯科

補綴物のトレーサビリティーの確保を

構築するため所要の検討をする等、考

えが示されているというふうに聞いて

おります。

私も、歯科医師として、患者に対し

て安全、安心な歯科医療を提供すると

いう観点から、今お話がありました歯

科医師会の考え方を受けて、厚生労働

省として取り組んでいく必要があるの

ではないかというふうに考えておりま

すが、ここの根本的な解決に向けて、

今後どのような対応をお考えなのかと

いうことを足立政務官に御質問させて

いただけたらというふうに思っており

ます。

答弁】足立信也

厚生労働大臣政務官

数年前から民主党でも、歯科補綴物に

ついて、特に輸入物について、この材

料についてかなり問題があるのではな

いかという指摘は各委員がしてきまし

た。そして今回、ベリリウムのことも

あって、さらにその問題を深く検討し
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ているということになるわけです。

基本的に、義歯などの歯科補綴物は

オーダーメードで作製される、そして

歯科医師が海外に注文する場合は個人

輸入するという仕組みになっているわ

けですけれども、今までどういうふう

なことを厚生労働省としてやってきた

かといいますと、使用材料の安全性に

関する情報を患者さんに十分提供する

よう継続的に周知する。これは平成十

七年以降でございます。それから第二

に、国外における歯科補綴物の材料に

関する分析や流通実態に関する研究を

実施していまして、ことしの五月にそ

れがまとまる予定でございます。

今後、先ほど御案内がありました私

に対する要望のありました点も踏まえ

て、第一段階として、歯科医師が国外

へ歯科補綴物の作製を委託する際に指

示する内容、これは基準ですね、作製

場所や使用材料等について基準を策定、

周知する。これは、早ければきょう、

これを出す予定です。それから二番目

に、先ほどトレーサビリティーの話が

ありましたが、十月末ぐらいを目途に、

トレーサビリティーが確保されるよう

な、歯科医師が遵守すべき事項を、こ

れまた策定して周知したい、そのよう

に考えております。

【質問】水野智彦議員

ありがとうございました。これは私

のあくまでも私見というか思いなので

ございますけれども、やはり海外技工

物は薬事法の医療品対象に、材料は薬

事法基準に、そして作製については歯

科技工法に準じた取り扱いにできるよ

う希望をしておりますけれども、その

辺の見通しについては、政務官、どの

ようにお考えでしょうか。

【答弁】足立信也

厚生労働大臣政務官。

議員の意見も踏まえながら検討してま

いります。
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